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LM2650評価 PCボードに
関する情報 Rev.1

はじめに
LM2650評価 PCボードが作製されました。このアプリケーション・
ノートでは、このボードについて説明します。

概要
LM2650評価ボードは、LM2650 ICを使用した DC/DCコンバー
タの開発用ツールとして用意されています。その構成は、1出力
の降圧型 DC/DCコンバータ用です。Figure 1にこのボードの全
回路図を示します。このボードには、LM2650を含む最大 28個
の部品を取り付けられます。Table 1は部品取り付け用全パッドの
一覧です。

注 :すべてのアプリケーションで、28個の部品すべてが必要にな
るわけではありません。取り付ける部品の数は、アプリケーション
の要求仕様と、プログラマブル・ソフトスタートなどの機能を使用
するかどうかによって異なります。LM2650評価ボードは、再利用
可能なツールにする目的で用意されており、さまざまなアプリケー
ションの要求仕様に合わせて各種のコンバータを作成できます。

このボードは、LM2650 のアプリケーションのうちの 1 つを示して
います。

ユーザーの便宜を図るため、LM2650のほか、0.1μFのコンデン
サ C1、C2、C6、CB、0.2μFのコンデンサ CVDD、0.01μFの
コンデンサ CSS、24.9kΩの抵抗 R2、0Ωの抵抗 R4の 8 個の
部品は取り付け済になっています。この 8 個の部品の中で、最
初の 7 個は多くのアプリケーションで共通して使われます。最後
の 1つは SYNC入力をグラウンドする単なるジャンパです。同期
機能を使用しない場合は、SYNC 入力をグラウンドにしてくださ
い。

回路例
Table 2、3、4に記載されている部品を使用すると、代表的なア
プリケーション回路を作成できます。すべての DC/DCコンバータ
の設計と同様に、これらの設計は、効率、サイズ、コストのバラ
ンスをとる問題があります。Table 2 に記載されているコンバータ
は、効率を第一優先の基準として設計されました。Table 4に記
載されているコンバータは、非常に小型のインダクタを使いたいた
めに、スイッチング損失が多少増加するのを許しました。

FIGURE 1.  The LM2650 Evaluation Board Rev. 1 Schematic

放熱特性
24ピン SOパッケージは、堅牢な銅リード・フレームのモールド型
プラスチック・パッケージです。ダイで発生する熱の大部分は、
リード・フレームを通じてボード上の 3オンスの銅箔へ伝わります。
そのため、ボードがヒートシンクとして働きます。ボードに取り付け
られたパッケージ型 ICの接合部 -周囲間熱抵抗の測定値は、消
費電力が 1.0W、1.5W、2.0W のときにそれぞれ 38℃ /W、37
℃ /W、35℃ /Wでした。この測定は無風状態で行われました。

パッケージ型 IC単独での接合部 -周囲間熱抵抗は、無風状態
で 78℃ /Wです。このボードの厚さは 0.063インチ、材質は FR-
4です。

パターン図
この PCBのパターン図を Figure 2～ 4に示します。
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TABLE 1. A Complete List of Pads for Placing Components

TABLE 2. Components for Two Typical 90 kHz Application Circuits

名称 # 説明

U1 1 LM2650の取り付け用。
C1、C2、C3、C4 4 ここに取り付ける各コンデンサは、入力電源からの高周波スイッチング・ノイズを除去し

ます。

C5

0

これらのパッドは、本来 Cというラベルが付きません。ここには部品を取り付けません。
このパッドは、SLEEP LOGIC入力をグラウンドにするとき使用できます。また、SLEEP 
LOGICピンに接続されたこのパッドによりSLEEP LOGIC入力のプルアップに使用でき
ます。

C6
1

ここに取り付けるコンデンサも入力電源からの高周波スイッチング・ノイズを除去します
が、VIN端子電源のノイズが対象です。VIN電源は、LM2650内部の信号レベル
回路に使用されます。

C9 1 通常は、ここに部品を取り付けません。ループ補償の目的でコンデンサを取り付ける場
合もありますが、ほとんどのアプリケーションでは使いません。

C10 1 ループ補償用のコンデンサを取り付けます。

CB 1 ブートストラップ・コンデンサを取り付けます。

CC 1 ループ補償用のコンデンサを取り付けます。このコンデンサと内蔵の 6.5kΩ抵抗によっ
て、積分器のポールが形成されます。

CIN1、CIN2 2 バルク入力コンデンサをここに取り付けます。

COUT1、COUT2、COUT3 3 出力フィルタ・コンデンサをここに取り付けます。

CSS 1 ソフトスタート・インターバルのプログラム用コンデンサを取り付けます。

CVDD 1 VDDレギュレータの出力バイパス用コンデンサを取り付けます。
L1 1 インダクタを取り付けます。

R1 1 帰還抵抗の 1つを取り付けます。
R2 1 もう1つの帰還抵抗を取り付けます。
R3 1 ループ補償用の抵抗を取り付けます。

R4

1

これらのパッドは、同期機能を使用しないときは、SYNC入力のグラウンド用に使用でき
ます。この SYNC入力に接続されたパッドは、同期信号の接続用に使用できます。
評価ボードには 0Ωのジャンパが取り付けられており、SYNC入力がグラウンドされてい
ます。

RC 1 ここに取り付ける抵抗も、ループ補償用です。この抵抗とCCに取り付けたコンデンサ
によって、積分器のゼロが形成されます。

RFA 1 ここに取り付ける抵抗によって、スイッチング周波数を公称値の 90kHz以上に調整しま
す。90kHzでスイッチングを行うアプリケーションでは、ここに何も取り付けません。

RSIA、RSIC 2 スリープイン・スレッショルドのプログラム用抵抗を取り付けます。

RSOA、RSOC 2 スリープアウト・スレッショルドのプログラム用抵抗を取り付けます。
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TABLE 2. Components for Two Typical 90 kHz Application Circuits (つづき )

TABLE 3. Toroidal Inductors Using Cores from MICROMETALS, INC.

TABLE 4. Components for Two Typical 200 kHz Application Circuits
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FIGURE 2.  LM2650 Evaluation Board Top Silk Screen (Scale 1:1)

FIGURE 3.  LM2650 Evaluation Board Bottom Silk Screen (Scale 1:1)
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FIGURE 4.  LM2650 Evaluation Board Component Side (Scale 1:1)

FIGURE 5.  LM2650 Evaluation Board Solder Side (Scale 1:1)
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生命維持装置への使用について
弊社の製品はナショナル セミコンダクター社の書面による許可なくしては、生命維持用の装置またはシステム内の重要な部品とし
て使用することはできません。

1. 生命維持用の装置またはシステムとは (a)体内に外科的に使
用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持ある
いは支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に
従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身
体的障害を与えると予想されるものをいいます。

2. 重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内
のすべての部品をいい、これの不具合が生命維持用の装置ま
たはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能
に影響を及ぼすことが予想されるものをいいます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

フリーダイヤル 

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。

www.national.com/jpn/

その他のお問い合わせはフリーダイヤルをご利用下さい。

0120-666-116



IMPORTANT NOTICE 




